
1　事業の概要

①　成果目標（H25)

②　事業内容
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２　今後の事業の方向性

H26

目標

H24末

（実績）
目標 成果 達成状況

Ｈ25

課・室 次世代サポート課

jisedai@pref.nagano.lg.jp

10 15 達成

達成

-

-

「ぷれジョブ」啓発事業「ぷれジョブ」啓発事業「ぷれジョブ」啓発事業「ぷれジョブ」啓発事業
担

当

課

部局 県民文化部

　　　7　困難を有する子ども・若者への支援 実施期間 Ｈ２４ ～

H26

（当初） （決算）

事業番号 04 06 03 事業改善シート （25年度実施事業分）　　□予算要求　　□当初予算案　　□補正予算案　　　■点検

事　業　名

219

項目

ぷれジョブ実施地区数

障がいのある子どもを対象とした就労体験活動である「ぷれジョブ」を本県において普及し、子どもの社会性や自尊感情の向上、また地域

における障がい者理解の促進を図ることにより、障がいの有無にかかわらず、共に助け合うことのできる地域社会の実現を目指す。

障がいのある子どもを対象とした就労体験活動である「ぷれジョブ」を長野県内の全ての地域への普及には至っていない。

成果目標の達成状況

県内10地区で30人程度の子どもを対象に「ぷれジョブ」を実施

【左記の説明、根拠法令等】

61

全県の普及啓発には長野県で行うことが必要

総合５か年

計画

プロジェクト  5-4-4雇用・社会参加促進プロジェクト、8-3-4教育再生プロジェクト E-mail

施策の総合的展開

7-2　子育て先進県の実現

217

217

県が関与

する理由

目指す姿

現状

県関与の必要性あり

県民との協働による実施： 可能

合計

25年度25年度25年度25年度 26年度

事業内容

（単位：千円）　

項目 実施方法 H25事業実績

H25

61

407 219 217

（当初）

「ぷれジョブ」啓発事業 直接 「ぷれジョブ」研修会の開催(南信地域で１回) 219

217

8

219

ぷれジョブ実施人数 18 30 57

176 61

概　算

人件費

1.00 1.00 0.30

0

事

 

業

 

コ

 

ス

 

ト

区　　分（単位：千円） 23年度 24年度

Aの

財源

407合計（A) 0

当初予算

8,258 8,258 2,477

 概算事業費（B（A）+C） 0 8,434 8,319 2,694

□ 事業を実施しない ■ 事業を見直して実施 □ 事業を現行どおり実施

今後、事業

をどのよう

にしていき

たいか

ぷれジョブは行政主導のものではなく、地域において自発的に立ち上げられるものであり、数値目標を設定して単純に普及啓発を図って

いくのはぷれジョブの本質にそぐわないという意見があったので、平成26年度は実際に立上げをしようとしている地域を講習会開催等によ

り支援していく。

目標に対

する成果

の状況

「ぷれジョブ」実施の意欲が県内各地で自発的に醸成されてきており、平成25年度には県内15地区で実施されるに至った。

0 407 219 217

予

算

額

前年度繰越

補正予算


